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《江戸子守唄》の特質

－《岡崎の子守唄》との比較・『ウタノホン上教師用』の分析から－

鈴木　慎一朗＊

はじめに

　本稿の目的は，《江戸子守唄》の音楽的特徴と教材化
1
の背景を明らかにすることである。

　加藤晴子は，「「こもりうた」のもつ音楽的要素は，子どもの中に内在化され同化されて

いくものであり，それは，その子ども固有の音楽感覚，すなわち「音楽的母語」の形成に

つながる。そのようにして形成された「音楽的母語」は，その子どもが音楽的な活動を行っ

て行く上での基盤となる。このようなことから，子どもの音楽的発達における「こもりう

た」の音楽教育的機能は大きい」と主張する
2
。

　高松晃子の実施したアンケート調査の結果によると，日本の伝統的な子守唄を知ってい

ると回答した保護者は，3割程度と少数であった
3
。高松は「いわゆる「伝統的な」ジャン

ルが姿を消しつつある現在，地域の共同体で，独自のレパートリーが口頭で伝承されると

いう従来の方法は，もはや過去のものと言わざるを得ない。それに代わって，地域性の薄

い童謡や子どもの歌が，書かれたものやマスメディアを介して受け継がれていくという予

測ができる」と考察する
4
。

　また，黒石・梶川の調査結果によると，子守唄として使われる曲は，肉声形式で1,046

種類，オーディオ形式で97種類と非常に多くの曲が挙げられ，極めて多様な音楽が子守

唄として使われていることが明らかにされている
5
。よく使われていた上位20曲について

は，高松の調査結果と同様に童謡が大部分を占める中，《江戸子守唄》もその中に挙がっ

ている
6
。

　このように養育者が日本の伝統的な子守唄を歌うことが少なくなっている現状の中，か

ろうじて《江戸子守唄》は歌い継がれている。この背景として，学校音楽教育の影響が考

えられる。《江戸子守唄》（「小学校学習指導要領」では日本古謡《子もり歌》と表記。混

同を避けるため，引用以外においては《江戸子守唄》の用語を使用）は，1958（昭和33）年，
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共通教材が設けられた以降，常に共通教材として指定されている
7
。《江戸子守唄》の音楽

的特徴を明確にし，教材化の背景を明らかにすることは，学校音楽教育が養育者・保育者

に与えている影響を知る上で重要であると思われる。

　ところで，嶋田由美は《さくらさくら》について「国民学校期の『うたのほん　下』に

おいて「筝唄の古謡」の「櫻」の替え歌（歌詞及びメロディー）として「さくらさくら」

が出現する。これ以降，「日本古謡」として認知され，昭和43年の共通教材化を経て今日

まで主要な歌唱教材としての位置を保ち続けてきている」と指摘する
8
。同様に考えるな

らば，《江戸子守唄》についても同じことが見出されるのではないかと推察する。《江戸子

守唄》は，1941（昭和16）年発行の国民学校芸能科音楽教科書『ウタノホン　上』に《子

守歌》という曲名で掲載されている。

　子守唄は，本来，口伝で広がり，地域性がみられた。権藤敦子は「わらべうたや子守歌

が教科書に載り，全国で用いられることによって，本来，地域ごとに個性豊かな歌詞と旋

律で歌われてきたものが，一つに固定される。これは，戦後の教科書にも引き継がれて

いった。国家主義と郷土研究の矛盾の一つの現れであり，教科書の強制力によってわらべ

うたの本質を教師に見えなくしていった要因となった」と問題提起する
9
。では,《江戸子

守唄》の場合も同様の傾向がみられたのだろうか。そこで本稿では，第一に《江戸子守唄》

の音楽的特徴の比較考察を行う。第二に国民学校芸能科音楽教科書の教師用指導書である

『ウタノホン上教師用』における《子守歌》の指導展開例の分析をし，教材化の実態を探

りたい。

１．《江戸子守唄》

　音楽教科書を出版している教育芸術社のホームページには，「音楽しらべ隊」というペー

ジがあり，小学生の子どもたちが調べ学習に活用できるようになっている。「郷土の音楽」

の項目で「愛知県」をクリックすると，以下の記述がみられる
10
。

こんなによく似た子守歌がなぜ岡崎と江戸のように遠く離れた土地で歌われている

のでしょうか。

今から400年ぐらい前，徳川家康が江戸幕府を開いたとき，岡崎の家臣やその家族を

大勢江戸へ連れて行きました。岡崎地方の子守歌が江戸でも歌いつがれ，この子守

歌がもとになって「江戸子守歌」が生まれたといわれています。

　愛知県岡崎市の《岡崎の子守唄》は，町田・浅野『わらべうた』には掲載されていな

い
11
。「日本わらべうた全集」には，《岡崎地方の子守歌》として所収され，服部勇次は「岡

崎地方に古くからうたわれてきた子守歌らしく，昭和9年刊の『日本童謡民謡曲集』にも
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あり
12
，また『尾張童謡集』（昭和12年刊）にも類歌がある」と解説する

13
。しかしながら，

岡崎と江戸の関係については，触れられていない
14
。では他の文献ではどうなのか。

　上田信道は《江戸子守唄》について次のように解説する
15
。

まるで子守唄の見本のようにいわれている割には，何かと謎の多い唄です。発祥の

地ひとつとってみても，江戸とは限りません。単に《都会風の子守唄》という意味で

《江戸》の語を冠しているとも，徳川家康が江戸へ移ったときに同行した人たちが三

河の国・岡崎の唄を伝えたとも，いわれています。（中略）

なお，類似する「ねエヽんねーんねんねこよ，ねんねのおもりはどーこいたァ…」と

いう子守唄が，十八世紀中頃の江戸で採集されたわらべ唄集に載っています。

　宮内仁は《岡崎の子守唄》について次のように述べる
16
。

この子守唄は『東京の子守唄』によく似ていると思います。その原因は，徳川家康が

国替えで江戸入りをしたときに，大勢の家臣も家族を伴って江戸に行きました。その

家族達が故郷の岡崎を懐かしみながら，『岡崎の子守唄』を唄って子守りをしたので

はないかと思います。その子守唄が江戸風に変化して『江戸子守唄』となり，やがて

『東京の子守唄』となっていったものと推測します。

　このように上田，宮内の文献では，岡崎と江戸の関係について触れてはいるものの，断

定はしていない。ここで音楽的特徴に基づき，比較考察を行い，両者の関係を探ってみたい。

１）音楽的特徴

　音楽的特徴について，拍子と拍数，音階，音域と構成音数，歌詞の構成と分類を視点と

して比較考察を行う。表1は，《岡崎の子守唄》《江戸子守唄》の構成要素の比較表である。

（1）拍子と拍数

　拍子は，AとCが2 ／ 4拍子，それら以外が4 ／ 4拍子，拍節的である。

　拍数は，Aのみ16拍，その他はすべて8拍である。

（2）音階

　『師範音楽　本科用巻一』，国民学校芸能科音楽教師用指導書においては，「日本音階」は，

「（1）雅楽…（イ）律音階，（ロ）呂音階，（2）俗楽…（イ）陽音階，（ロ）陰音階」の4種

類に分類される（譜例1－5）
17
。表1においてもこの分類で音階を示した。分類の結果，《江

戸子守唄》は，表1に示した通り，陽音階ないしは陰音階である
18
。
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表１　《岡崎の子守唄》《江戸子守唄》の構成要素の比較表

A B C D E F G
愛知県
岡崎地方
子守歌

全国的

子守唄（Ａ）

全国的

子守唄（Ｂ）

東　京

坊やはよい子だ

東　京

坊やはよい子だ

国民学校

子守歌

現　行

子もり歌

出　典
『日本童謡民謡曲集』

（1933）
『わらべうた』

（1962）
『東京のわらべ歌』

（1979）

『ウタノホン
上教師用』
(1941)

教育芸術社
（2004）

拍　子 2 ／ 4 4 ／ 4 2 ／ 4 4 ／ 4 4 ／ 4 4 ／ 4 4 ／ 4
拍　数 16 8 8 8 8 8 8
速　度 69 100
曲　想
標　語

静かに 静かに優しく

音　階 イ調陰音階 ホ調陽音階 ホ調陰音階 ニ調陽音階 ホ調陽音階 ニ調陽音階
ニ調陽音階
ニ調陰音階

音　域 9度 8度 8度 8度 8度 8度 8度
構　成
音　数

6 5 5 5 5 5 5

歌詞の
構　成

五五八五
七八八五

五五八五 八五八五 八五八五 八五八五 八五八五 八五八五

歌詞の
分　類

①留守･土産 ①留守･土産 ①留守･土産 ①留守･土産 ①留守･土産

譜例１　律音階

長2	 短3	 長2	 長2	 短3

譜例２　呂音階

長2	 長2	 短3	 長2	 短3

譜例３　陽音階

長2	 短3	 長2	 短3	 長2
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譜例４　陰音階（イ）

短2	 長3	 長2	 短2	 長3

譜例５　陰音階（ロ）

短2	 長3	 長2	 短3	 長2

（3）音域と構成音数

　音域は，オクターブ前後の範囲と比較的音域が狭い。

（4）歌詞の構成と分類

　C，D，E，F，Gの歌詞は，八五八五調で構成される。

　「ねんねん」の語彙で始まるのは，A，B，E，F，Gである。加藤は，子守唄の歌い出し

部分を「平板型，上行型，下降型，山型，谷型」に分類し，分析する
19
。この方法に基づ

くと，A，B，E，F，Gとも「下降型で開始後上行型」と共通し，撥音「ん」の音高が下がっ

た旋律となっている。

　一方，《江戸子守唄》の歌詞に関して，椎名渉子は以下の8つの型があると指摘する
20
。

①「留守」「土産」型

②「留守」「土産」「説明」型

③「留守」「土産」「挿話」型

④「留守」「土産」「働きかけ」型

⑤「留守」「土産」「説明」「挿話」型

⑥「留守」「土産」「説明」「働きかけ」型

⑦「留守」「土産」「挿話」「働きかけ」型

⑧「留守」「土産」「説明」「挿話」「働きかけ」型

　椎名の分類に基づき，表1に示した。《愛知県岡崎地方子守歌》と《全国的子守歌（A）》

に関しては，「留守」や「土産」に該当する詞章が使用されていない。

　その他，メロディーとことばの関係についてはシラブル様式
21
を基本としている。AとB

においてメリスマ
22
が一部みられた。
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（5）考察

　旋法の視点で比較すると，AとCの関係が陰音階という点で共通している。しかし，歌

詞の視点でみると，AとBが共通し，さらにメリスマも似ている。

　Fの国民学校とGの現行の関係については，すでに本多佐保美が，次のように指摘する
23
。

第5学年の歌唱教材として位置づけられた《子もり歌》は，1974（昭和49）年版までは，

すべて四分音符で記載されていた。これは国民学校期の『ウタノホン上』（1年用）に

掲載されて以来，ずっと同じであったが，ここにきて楽譜4（省略）のようなリズム

で示されるようになった。また，楽譜2（省略）のような発想記号も，この時代には

記されなくなっている。

　BとFは，ホ調陽音階，ニ調陽音階と開始音は異なるものの，旋律の流れと歌詞は類似

する。本多が指摘する現行のGにみられる8分休符のリズムは，Bにおいても使用されてい

る。これらの点から推測すると，A→B→F→Gの順に教材化が図られたのではないかと考

えられ，《岡崎の子守唄》と《江戸子守唄》の類似性が見出せる。

２．国民学校芸能科音楽教科書における《子守歌》

　「はじめに」で引用した嶋田が指摘した通り，国定教科書である国民学校芸能科音楽教

科書により，教材の統一化が図られたと考えられる。実際に，表1のFとGは，非常に類似

している。また，児童用の教科書の他に，教師向けの教師用指導書が編纂されたことも統

一化を強力に推し進めたのではないかと推察される。

　《江戸子守唄》は，1941（昭和16）年発行の国民学校芸能科音楽教科書では，初等科第1

学年の題材として《子守歌》という名称で歌唱と鑑賞の両領域で掲載されている。ここで

は『ウタノホン上教師用』の記載事項から当時の実践を探ってみたい
24
。

１）歌唱

　「指導要旨」は以下の通り記され，《子守歌》の指導を通して「国民的情操を醇化」を最

終目標とする。

指導要旨

　我が国固有の民族的な童歌を歌はせて，素直な童心を培ひ，国民的情操を醇化する。

出典　文部省『ウタノホン上教師用』日本書籍，1941年，112頁。

　「楽曲の解説」に関しては，1オクターブの音域，ニ調陽音階，8小節，4 ／ 4拍子といっ
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た点について説明されている。

楽曲の解説

　一点ハ音から二点ハ音迄の音域で，「ニ音」を主音とする我が国固有の陽音階である。

我が国の各地に歌はれて居る子守歌の典型的なものである。

　八小節から成る一部分形式である。

　四分の四拍子。律動は，次のやうな極めて基本的な形式のものが組み合はされてある。

出典　文部省『ウタノホン上教師用』日本書籍，1941年，112頁。

　「指導要項」では，7点列記されている。特に2では，地方において陰音階で歌われるこ

とがあることが指摘されている。「注意して指導しなければならない」と記されてはいる

けれども，陰音階で歌ってよいのか否かといった点が不明確である。地方によって旋律や

リズム，歌詞等が異なる点については触れられていない。

指導要項

1．我が国各地に古い童謡として，この種の子守歌が残つて居るが，歌詞及び楽曲等に

多少の相違がある。しかし，それ等の多くの子守歌の典型的なものである。

2．楽曲に於ては，地方により，場合によつて，この楽曲の「イ音」を「変イ音」とし，「ホ

音」を「変ホ音」とした陰音階のものが，同じ歌詞で歌はれて居るが為にややもすると，

歌はせて居る間に，その陰音階のやうな傾向になることがあるから，注意して指導し

なければならない。

3．律動は，極めて単純であつて，殆ど四分音符の並列から成つて居る。この程度のもので

あれば，児童自身の力によつて，律動を正しく表現させるやうに導くことも可能であらう。

このやうな平易な教材を利用して，律動訓練の基礎を徹底することは重要なことである。

4．「デンデンダイコ」とか，「シャウノフエ」といふような言葉を強ひて詳しく解説す

る必要はない。「デンデンダイコ」は，児童用書の挿画にも出て居るし，又，現代でも

玩具屋などにあつて見ることが出来るけれども，「シャウノフエ」の如きは，簡単に「フ

エ」といふ程度に取り扱つて置けばよい。

5．「一点ハ音」の音は，場合によると，この程度の児童に発声しにくいこともあるが，

強ひて無理に出させず，軽く歌はせて置く程度でよい。

6．速度は，四分音符一分間に100であるから，稍々中庸の程度に近い。

7．子守歌本来の性質から，やさしく歌ふのは当然であるが，次のやうな発想が自然に

つく迄，練習を徹底的に行ふべきである。

出典　文部省『ウタノホン上教師用』日本書籍，1941年，112-113頁。

　「歌い方」については，6点列記され，「軽く，やさしく歌ふ」ことが肝要とされている。
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主に発音に関しての注意事項である。

歌ひ方

1．軽く，やさしく歌ふことが肝要である。

2．流れるやうな旋律の美しさを十分に会得させることが大切である。

3．第四小節及び第八小節は，二分音符と四分音符二箇とから成つて居るが，四拍子に

於ける自然な律動形式としては，付点二分音符と四分休符の形になる。従つて，この

歌曲に於ても，二分音符は少し長めに，柔かく延ばして歌ふ心持でよい。

4．歌詞第一節，「ネンネン」の「ン」は，軽く余韻をつけて歌ふことが大切である。「バ

ウヤ」は，「ボーヤ」と発音する。

5．歌詞第二節，「ドコヘイツタ」の促音は，「タ」の音の前に八分休符を置くやうな心

持で歌ふ。

　その次にある「サトヘイツタ」のところも同様である。

6．歌詞第三節，「サトヘ」の「サ」は，二分音符のつもりで延ばして歌ふ。「ナニモラツタ」

の促音も，やはり，「タ」の音の前に八分休符を置くやうな気持ではつきりと歌ふ。

 　「シャウ」は，「ショー」と発音する。

出典　文部省『ウタノホン上教師用』日本書籍，1941年，113頁。

　「伴奏法」については2点列記され，「レガート」な表現が求められている。

伴奏法

1．全体をレガートに演奏する。

2．右手の旋律をはつきりと，左手の音は，やや弱めに柔かに奏することが肝要である。

出典　文部省『ウタノホン上教師用』日本書籍，1941年，113頁。

　以上，国民学校芸能科音楽教科書の《子守歌》は，ピアノ伴奏に合わせてニ調陽音階で

斉唱する活動が展開される。初等科第1学年ということもあり，歌詞の内容等の踏み込ん

だ指導は行われず，楽譜通りに歌う活動が求められている。子守唄が本来もつ地域性は保

障されず，統一された教材化が図られている。それだけではなく，西洋楽器であるピアノ

を用いることにより，日本の子守唄の西洋化が行われ，日本の子守唄の本来の姿である無

伴奏の原則が崩されている。

２）鑑賞

　《子守歌》は，国民学校第1学年の鑑賞教材としても挙がり，歌唱と鑑賞の関連が図られ

ている
25
。ここには，地域性や日本の音が録音されているのだろうか。『ウタノホン上教
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師用』には次のように記される
26
。

子守歌　日本古謡

これは，我が国に於て古くから歌はれた民謡で，「ウタノホン」上，第十三「コモリウタ」

に連絡する。この音盤に吹込まれたものは，歌詞も昔のとほりになつてゐるから，「ウ

タノホン」の歌詞とは多少違つて居る点がある。

指導方法

先づ音盤を聴かせ，これは何の曲かと問へば，生徒は全部子守歌と答へるだらう。そこ

で，教師は既習の「コモリウタ」を歌はせ，どこか違つてゐるところは無いか，と質問

して歌詞の異つてゐる部分を指摘し，古い時代にはかういふ風に歌つたものであると説

明してやる。伴奏には，種々の楽器が用ひてあるから，此の点も注意してやる。

出典　文部省『ウタノホン上教師用』日本書籍，1941年，24-25頁。

　当時のSPレコードを視聴して作成したものが，表2である。実際に聴いてみると，歌詞

は，上記の通り国民学校芸能科音楽教科書とは異なっていた（下線）。2番「ぼうやの→ね

んねの」（国民学校芸能科音楽教科書の歌詞→SPレコードの歌詞，以下同様），3番「みや

げに→おみやに」とSPレコードでは歌われている。『ウタノホン上教師用』には，「古い

時代にはかういふ風に歌つたものである」と説明しなさいと記載されている。SPレコー

ドで使用されている歌詞は，『日本童謡民謡曲集』（1933）に掲載されている《全国的子守

歌（B）》（表1C）にみられる。この点から国民学校芸能科音楽教科書の《子守歌》は，『日

本童謡民謡曲集』からの影響を受けて作成されたのではないかと考えられる。

　演奏に関しては，コロンビア・オーケストラの伴奏に合わせて，ソプラノ歌手の加古三

枝子が独唱している
27
。ピアノではなく，オーケストラということで管弦打楽器の多様な

音色を味わえるとはいうものの，日本の子守唄の本来有している伴奏なしの素朴な表現と

はほど遠く，西洋化された教材化といわざるをえない。

表２　「国民学校芸能科音楽」鑑賞音盤　《子守歌》　日本コロンビア

番号 曲名 歌唱 伴奏 備考 時間

33763 子守歌 加古三枝子 コロンビア・オーケストラ 下総皖一（編曲･指揮) 4：25
小節 内　容

1-2
3-10
11
12-19
20
21-28
29-47
48-51
52

前奏
1番　ねんねんころりよ　おころりよ　ぼうやはよいこだ　ねんねしな
間奏
2番　ねんねのおもりは　どこへいった　ありやまこえて　さとへいった
間奏
3番　さとのおみやに　なにもらった　でんでんだいこに　しょうのふえ
間奏

ぼうやはよいこだ　ねんねしな
後奏
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注　下線：国民学校芸能科音楽教科書の歌詞と異なる箇所。

　昭和館映像音響室の資料を視聴して作成した。なお，SPレコードの情報は，昭和館監修『SPレコード

60,000曲総目録』アテネ書房，2003年，206頁に掲載。

おわりに

　《岡崎の子守唄》と《江戸子守唄》の比較を通して，旋律の流れや歌詞の面における音

楽的特徴の共通点が見出された。また，『ウタノホン上教師用』の分析を通して，《江戸子

守唄》が国民学校において歌唱と鑑賞の両領域で教材として位置付けられ，重要視されて

いたことが明らかとなった。しかしながら，教材化に伴い，ニ調陽音階の譜面通りにピア

ノ伴奏に合わせて斉唱することが求められ，日本の子守唄が本来持っている無伴奏で，養

育者が子どもに歌い掛けるやわらかな表現を失う結果となってしまった。せっかく鑑賞教

材としてSPレコードが作成されたにもかかわらず，そこには日本の音色や地域性は録音

されず，オーケストラの演奏とソプラノ歌手という組み合わせで，日本の子守唄の西洋化

が行われてしまった。

　本稿では，岡崎と江戸の子守唄に限定して考察してきた。今後は地方の子守唄の衰退や

東京文化の優位化といった視点を明らかにするために，他の地域の子守唄が《江戸子守唄》

の教科書掲載により，どのような影響を受けたかについても検証する必要がある。

　2008（平成20）年発行の『小学校学習指導要領』においても《江戸子守唄》は，第5学

年の共通教材として指定された。「日本のうたのもつよさや楽しさは，むしろそれぞれの

土地に伝承され親しまれてきたものにこそ味わいのあるものが多い」と解説され，地方の

多様な表現を認めている
28
。今後は，新学習指導要領に基づいて作成された教科書の分析

を行うと同時に，各地域の実践にも着目していきたい。さらに幼稚園や保育所において，

子守唄がどのように取り上げられているかについても調査していきたい。また，保育者養

成機関の音楽の授業においても地域性が尊重されたわらべうたや子守唄が積極的に取り上

げられることが期待される。　
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譜例６　《愛知県岡崎地方子守歌》　（表１Ａ）

出典　広島高師附属小学校音楽研究部編纂『日本童謡民謡集』桐原書店，1933年，82頁。

譜例７　《子守唄（Ａ）》　（表１Ｂ）

出典　広島高師附属小学校音楽研究部編纂『日本童謡民謡集』桐原書店，1933年，3頁。
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譜例８　《子守唄（Ｂ）》　（表１Ｃ）

出典　広島高師附属小学校音楽研究部編纂『日本童謡民謡集』桐原書店，1933年，3頁。

譜例９　《坊やはよい子だ》　（表１Ｄ）

出典　町田嘉章・浅野建二『わらべうた』岩波書店，1962年，99頁。

譜例10　《坊やはよい子だ（江戸子守歌）》　（表１Ｅ）

出典　尾原昭夫『東京のわらべ歌』日本わらべうた全集7，桐原書店，1979年，317頁。
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譜例11　《子守歌》　（表１Ｆ）

出典　文部省『ウタノホン上教師用』日本書籍，1941年，110頁。

注　手書きのメモは，香川師範学校音楽科教員であった金光武義氏が行った。
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譜例12　《子もり歌》　（表１Ｇ）

出典　畑中良輔他『小学校の音楽5』教育芸術社，2004年，17頁。
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